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-神JII小で運動会

さわやかな秋晴れの10月 1日、神)11小学

校の運動会が同校グラウンドで開催されま

した。児童たちはかけっこ、綱引き、玉入れ、

ムカデ競争などの種目に精いっぱいがんば

っていました。高学年の リレー(=写真)

では、応援の児童や父兄たちは興奮ぎみ。

手に汗をにぎる熱戦が繰り広げられました。

市民と市長の日 11月6日(月)午前9時から正午まで、市役所 3階市長室で行います。お気軽にどうぞ。



「
男
る
L

「
聞
く
」
「
参
加
す
る
」

|

|

四
月
か
ら
行
わ
れ
て
き
だ
市
制
七
十
周
年
記

念
事
業
。
「
広
報
」
で
は
、
そ
の
つ
ど
よ
川

周
年
イ
ベ
ン
ト
情
報
」
で
紹
介
し
て
き
ま
し

だ
が
、今
回
ガ
最
後
と
な
り
ま
し
定
。
常
田
・

一
房
山
獅
子
の
演
舞
を
は
じ
め
、
大
型
イ
ベ
ン

ト
が
め
じ
ろ
あ
し
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
な
お
、
来
年
三
月
発
行
予
定
の
「
市

民
グ
ラ
フ
上
回
L

で
七
十
周
年
記
会
事
業
の

も
よ
う
を
紹
介
し
ま
す
。

獅子の演舞や
っ太郎まフリJなと
イベントずらり~

竹
月
?
日

問
周
年
記
念
式
典

ー市民川柳大会

1>とき 10月29日(日)午後 1時- 1>ところ 中

央公民館 b内容 川柳作品の創作、鑑賞と講評

など b主催 川柳六文銭上回吟社

園大商業祭り

1>とき 11月 1日休)-30日休:) 1>ところ 市内

各商庖街 1>内容 期間中全商庖街が参加した売

り出しとイベント b主催 上田市商庖会連合会

400年の伝統を誇る

常国・房山獅予が潰舞
記念式典開会前に問獅子の演舞が市民会

館前で披露されます。どうぞご鑑賞くださ

午前9時-9時20分

午前9時25分-9時45分

【2】

晶画
回

九
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

'出
寸
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
序
曲

也

ほ
か

マ
と
き
十
一
月
五
日
日
午
後
二
時
三

十

分

開

場

マ

と

ニ

ろ

市

民

会

館

マ
演
奏
東
京
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
ー
交
響

楽
団
(
指
揮
ル
ド
ル
フ
・
ク
レ
チ
メ
ル
)

マ
入
場
料

A
席
三
千
円
、

B
席
二
千
五

百
円、

C
席
千
五
百
円

(
市
内
プ
レ
イ
ガ

イ
ド
、
社
会
教
育
課
で
取
り
扱

っ
て
い

ま

す
)
マ
問
い
合
わ
せ
社
会
教
育
課
(
内

線

1
7
2
2
)

ー歌舞伎公演
1>とき 11月5日(日)午後 1時- 1>ところ 文

化会館 b出し物 「切 られ与三郎J 1>入場料

500円 1>主催 上田真田歌舞伎研究会

ー青少年健全育成県民大会

仁〉とき 11月9日休)午前10時30分- 1>とニろ

市民会館 b内容 ①事例発表②横浜国立大学教

授野垣義行さんの講演で 「子育てと親の責任一子

どもは見ている親の姿勢一J 1>主催 県青少年

育成県民会議

広報うえだ1.10. 16 

奮ってどうぞ。最後です。きあ、



上回
「や

~ビッグ・

信
州
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
祭
悶

マ
と
き
十
一
月
八
日
閥
、
九
日

閥

、

十

日

樹

マ

と

ニ

ろ

上

田

創

造

館

マ

内

容

上

田

、

岡

谷

両

会

場
を
通
信
衛
星
を
使
い
、
講
演
、
パ

ネ
ル
討
論
、
全
体
討
論
な
ど
が
同
時

進
行
さ
れ
ま
す
。
郵
政
省
、
県
、
市

な
ど
で
構
成
し
た
実
行
委
員
会
が
主

催
。
詳
し
く
は
前
号
(
八
ペ
ー
ジ
)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
マ
問
い
合
わ
せ

企
画
課
(
内
線

1
2
2
3
)

マ
と
き
十
一
月
十
二
日
制
午
前
十
時
三
十

分
1

マ

と

こ

ろ

市

民

会

館

マ

内

容

①

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
一
人
ひ
と
り
の

能
力
を
生
か
し
て
幸
せ
に
な
る
た
め
に
L

②
曽

野
綾
子
き
ん
の
講
演
で
「
生
き
が
い
の
あ
る
人

生

」

マ

問

い

合

わ

せ

社

会

課

本の貸し出し、返却、検索事務など

が簡素化され、より速く、より利用し

やすくなります。

藁(t)の文化と伝承

t>とき 11月10日悩-12日(日) t>と

ニろ 中央公民館 t>内容わら細工、

わらじ、ぞうり、むしろなどを展示

b主催 上回福寿クラブ連合会

上
岡
市
婦
人
問
題
市
民
の
つ
ど
い

10月28日スタート

図書館情報を電算化

1()年前を振り返って・..
1 市制施行と祝賀祭り | 

「大正8年 5月1日ヨリ長野県小県郡上回町ヲ
その むつ

廃シ、其区域ヲ以テ上田市ヲ置ク J (同 8年 4月

29日付け内務省告示)一一上田市の誕生です。当

時の人口は30，247人。全国で83番目、県下では長

野、松本に次ぐ市制施行です。

・水道を敷くために

「それまで上回には水道がなく、水道敷設のた

めに市になったわけです。市になると水道を敷く

のに国から補助が出ます。市に昇格するためには

人口 3万が必要で' どうにか季節労働者(女工)

などを入れて操作したようてcすJ (1市民座談会上

田市50年の回顧と展望J 一昭和44年 9月1日付け

「広報」から)。ちなみに、翌 9年の国勢調査では

人口26，269人と約4，000人も減っています。大正10

年には城下村との合併が実現し、実質的に 3万人

を越えました。そして、懸案の上水道は大正12年

に完成しています。

・盛大だった市制施行祝賀祭り

5月18日の祝賀祭りには全市をあげて「上田市J

を祝いました。駅前に歓迎のアーチ、市民のちょ

うちん行列、市内小学生約4，000人による旗行列、
ぎ

常国・房山獅子の舞い、芸妓たちの上回音頭など

さまざまな趣をもっ祭りが盛大に行われました。

「横町では、そのころ公会堂がなかったので、

個人宅の格子戸を取り払い 事務所を作り、そこ

で獅子舞いが行われました。今でも由緒正しい獅

子舞いですが、当時はもっといかめしいものでし

た。あの大きなうちわで舞うと、回りのびらぴら

した紙が落ちるんです。その紙を拾って軒下にさ

げ‘て魔よけにしたものでいすJ (間前出)。

また、市民のちょうちん行列は、午後7時30分

から10時30分ごろまで続き、街はゆれ動くちょう

ちんの明かりに輝きました。

広報うえだ1.10. 16 【31



自
に
つ
い
て
②

大
人
の
目

老
化
を
遅
ら
せ
る

生
理
的
機
能
は
、
年
を
と
る
に
し

た
が
っ
て
な
だ
ら
か
に
低
下
し
て
い

き
ま
す
。
こ
れ
が
生
理
的
な
老
化
で
、

二
十
歳
ぐ
ら
い
か
ら
始
ま
り
、
も
と

に
は
戻
り
ま
せ
ん
。
自
の
老
化
は
、

老
眼
、
白
内
障
、
色
覚
異
常
の
三
つ

に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

は
別
々
に
独
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、

全
て
自
の
中
の
水
畠
体
と
い
う
組
織

の
老
化
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
今

回
は
「
大
人
の
目
」
に
つ
い
て
。

水
晶
体
の
老
化

水
晶
体
は
レ
ン
ズ
と
も
呼
ば
れ
、

カ
メ
ラ
で
例
え
れ
ば
レ
ン
ズ
の
働
き

を
し
ま
す
。
水
晶
体
は
毛
様
体
に
よ

っ
て
厚
き
が
調
節
き
れ
、
ピ
ン
ト
を

合
わ
せ
網
膜
に
像
を
映
し
ま
す
。
水

晶
体
は
無
色
透
明
な
た
ん
ぱ
く
質
か

ら
な
り
、
弾
力
性
に
富
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
水
晶
体
に
血
管
は
な

く
、
通
常
の
新
陣
代
謝
は
行
わ
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
水
晶
体
は
体
の

成
長
に
つ
れ
樹
木
に
年
輪
が
で
き
る

よ
う
に
、
だ
ん
だ
ん
と
成
長
し
て
い

き
ま
す
。

マ

老

眼

水
晶
体
の
老
化
の
第
一
段
階
で
は
、

水
晶
体
を
構
成
す
る
た
ん
ぱ
く
質
が

変
性
し
、
水
晶
体
が
硬
く
な
っ
て
き

ま
す
。
水
晶
体
は
や
や
薄
い
状
態
で

硬
く
な
り
、
厚
さ
の
調
節
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
る

と
、
新
聞
が
読
め
な
く
な
る
な
ど
近

く
の
も
の
が
見
え
に
く
く
な
り
、
老

眼
に
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

マ
白
内
障

水
晶
体
を
構
成
す
る
た
ん
ぱ
く
質

の
変
性
が
さ
ら
に
進
む
と
、
水
晶
体

の
中
に
白
い
綿
ぼ
こ
り
状
の
濁
り
が

で
き
、
目
に
入
っ
て
き
た
光
が
自
の

中
で
乱
反
射
し
、
ま
ぶ
し
さ
を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
白
内

障
で
、
濁
り
が
強
く
な
る
と
視
界
が

白
っ
ぽ
く
ぼ
や
け
て
き
ま
す
。

視
界
が
白
っ
ぽ
く
ぼ
や
け
る
程
度

は
、
水
晶
体
の
ど
の
部
分
が
ど
れ
だ

け
濁
る
か
に
よ
り
違
い
、
不
快
感
が

な
く
本
人
が
気
づ
か
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
気
づ
い
て
い

な
い
人
も
含
め
る
と
、
白
内
障
の
年

齢
別
発
生
率
は
五
十
歳
代
で
六

O
%、

六
十
歳
代
で
八

O
%
、
七
十
歳
代
で

九

O
%
、
九
十
歳
代
に
な
る
と
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
の
人
が
白
内
障
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
結
果
が
で
て
い
ま
す
。

マ
色
覚
異
常

さ
ら
に
水
晶
体
を
構
成
す
る
た
ん

ぱ
く
質
の
変
性
が
進
む
と
、
白
い
綿

ぼ
こ
り
状
の
濁
り
か
ら
、
黄
色
か
ら

褐
色
に
変
色
し
た
状
態
に
変
わ
っ
て

き
ま
す
。
こ
う
な
る
と
見
る
も
の
す

べ
て
が
、
黄
色
か
ら
褐
色
の
色
ガ
ラ

ス
を
通
し
て
見
る
よ
う
に
色
が
つ
い

て
見
え
ま
す
。

紫
外
線
を
避
け
る

水
晶
体
の
老
化
に
大
き
な
影
響
を

N
H
K
テレビ寸ふ…滋…活必…必…濃縮燦…………………に

や

っ

太

郎

…家一
一窃

鯨

………………………………………一

出
場
チ
ー
ム
を
募
集
…
…
…
…
…
……………一

市
制
施
行
七
十
周
年
を
記
念
し

て
新
大
型
イ
ベ
ン
ト
「
や
っ
太
郎

ま
つ
り
」
が
誕
生
し
ま
す
。
実
行

委
員
会
で
は
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
募
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
や
っ
太
郎
ま
つ
り
」
は
、

市
民
の
象
徴
で
あ
る
太
郎
山
を
舞

台
に
、
「
め
ざ
せ
十
勇
士
約
戦
闘

ラ
リ

l
L
を
、
ま
た
海
野
町
・
大

手
町
通
り
で
は
「
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
手
作
り
城
下
町
」
な
ど
、
内
容

盛
り
だ
く
さ
ん
の
お
祭
り
で
す
。

な
お
こ
の
も
ょ
う
は

N
H
K

テ
レ
ビ

「
ふ
る
き
と
の
文
化
祭
」

で
全
国
放
映
さ
れ
ま
す
。

-
め
ざ
せ
十
勇
士
山
開
戦
園
ラ
リ
ー

マ
と
き
十
一
月
十
八
日
出
(予

選
)
、
十
九
日
間
(
本
選
)

マ
予

選
場
所
太
郎
山
裏
山
道
(
山
口

j

黄
金
沢

i
太
郎
山
神
社

)

マ

内
容
一
チ
ー
ム
十
一
人
以
内
(女

性
二
人
以
上
含
む
)
で
、
一
人
を

れ
ん
台
に
乗
せ
、
全
員
力
を
合
わ

せ
、
太
郎
山
神
社
一
番
乗
り
を
目

指
し
ま
す
。
マ
そ
の
他
タ
レ
ン

ト
の
伊
東
四
郎
さ
ん
が
応
援
に
か

【4】

け
つ
け
ま
す
。
応
援
団
に
は
真
田
十

勇
士
グ
ッ
ズ
、
入
賞
チ
ー
ム
に
は
豪

華
賞
品
、
全
チ

l
ム
に
参
加
賞
進
呈
0

・
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
手
作
り
城
下
町

マ
と
き
十
一
月
十
九
日
制
マ

と
ニ
ろ
海
野
町
通
り

1
大
手
町
通

り
マ
内
容
歴
史
的
に
関
係
の
あ

る
海
野
町
通
り
お
よ
び
大
手
町
通
り

を
、
江
戸
時
代
、
戦
国
時
代
(
真
田

の
城
下
町
)
に
再
現
。
本
陣
、
関
所

な
ど
を
設
け
、
通
り
で
は
い
ろ
い
ろ

な
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
す
。

-
市
民
会
館
で
の
イ
ベ
ン
ト

マ
と
き
十
一
月
十
九
日
制
午
後

七
時
i
八

時

三

十

分

マ

内

容

①

め
ざ
せ
十
勇
士
約
戦
国
ラ
リ

l
準
決

勝
・
決
勝
②
全
国
忍
者
競
演
③
絵
と

歌
に
よ
る
ふ
る
さ
と
賛
歌
④
上
回
の

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
の
披
露
⑤
歌
謡
シ

ョ
l
(
出
演
は
八
代
亜
紀
さ
ん
)

-
ふ
る
さ
と
劇
場

マ
と
き
十
一
月
二
十
四
日
樹
夜

マ
と
二
ろ
別
所
温
泉
相
染
閣
マ

内
容
地
元
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
図

る
「
ふ
る
さ
と
劇
場
」
を
公
演
。
出

演
は
梅
沢
武
生
・

富
美
男
さ
ん

広報うえだ1.10. 16 



及
ぼ
す
の
が
紫
外
線
で
す
。
長
期
間

水
晶
体
が
紫
外
線
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
と
、
障
子
紙
が
日
に
焼
け
て
変
色

す
る
よ
う
に
、
水
晶
体
を
構
成
す
る

た
ん
ぱ
く
質
も
変
性
し
て
し
ま
う
の

で
す
。
そ
の
た
め
、
長
生
き
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
水
晶
体
は
確
実
に
老
化
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
老
化
を
遅
ら
せ
る
方
法

は
あ
り
ま
す
。

一
番
手
軽
で
効
果
が

期
待
で
き
る
の
は
サ
ン
グ
ラ
ス
の
使

用
で
す
。
サ
ン
グ
ラ
ス
に
よ
っ
て
水

晶
体
に
入
る
紫
外
線
の
量
を
カ

ッ
ト

す
れ
ば
、
水
晶
体
の
老
化
を
遅
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

老
化
は
も
と
に
戻
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
目
の
老
化
だ
け

で
な
く
、
そ
の
進
行
を
食
い
止
め
る

心
が
け
が
、
豊
か
な
老
後
を
も
た
〉
り

し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

税
で
住
み
よ
い
社
会
我
が
郷
土

納
税
標
語
入
選
作
品
決
ま
る

上
田
市
、
上
国
税
務
署
、
上
小
地

方
事
務
所
が
、
市
内
中
学
三
年
生
を

対
象
に
「
納
税
標
語
」
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
九
百
五
十
二
点
に
の
ぼ
る

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
納
税
標
語
は
、
日
常
生
活
の

中
で
の
税
金
の
役
割
と
必
要
性
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
納
税
意
識
を
高

め
よ
う
と
、
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
次
の
三
十
一
名
が
入
選
し
ま
し

た
。

(敬
称
略
)

圃
上
国
税
務
署
長
賞

マ
税
金
を
正
し
く
お
さ
め
豊
か
な
杜

会

根

橋

康

弘

(

一

中

)

マ
税
金
を
笑
顔
で
納
め
て
良
い
社
会

滝
沢
縁
(
二
中
)

マ
あ
な
た
の
税
み
ん
な
の
た
め
に
生

き
て
い
る
松
倉
由
紀
(
三
中
)

マ
豊
か
な
生
活
あ
な
た
の
税
が
生
き

て

い

る

岩

崎

有

香

(

四

中

)

マ
税
金
を
正
し
く
納
め
て
よ
り
よ
い

社

会

近

藤

正

也

(
五
中
)

-
問
い
合
わ
せ

線

1
3
7
6
)

保
健
予
防
課
(
内

マ
税
金
を
お
さ
め
て
明
る
い
日
本
の

未

来

大

矢

淳

一

(

六

中

)

圃
上
小
地
方
事
務
所
長
賞

松
山
美
保
(
一
中
)
、
加
藤
ま
ゆ

み
(
二
中
)
、
花
岡
有
美
(三
中
)
、

成
沢
香
織
(
四
中
)
、
田
口
さ
や
か

(五
中
)
、
斉
藤
麻
美
(
六
中
)

圃
上
田
市
長
賞

石
原
健
司
、
大
谷
壮
志
、
塚
田
浩

司
(
以
上
一
中
)
、
田
島
真
由
美
、

小
野
正
雄
、
北
村
信
一
郎
(
以
上
二

中
)
、
中
野
純
江
、
勝
見
正
道
、
吉

田
順
一
(
以
上
三
中
)
、
荻
原
宏
樹
、

千
野
佐
智
子
、
酒
井
建
治
(
以
上
回

中
)
、
沓
掛
和
、
柳
沢
千
春
、
北

沢
香
代
(
以
上
五
中
)
、
中
沢
稔

(塩
田
中
)
、
原
耕
造
、
赤
羽
美

紀
子
、
毎
回
修
(
以
上
六
中
)

-
問
い
合
わ
せ
収
税
課
(
内
線

1

3
0
4
)
 

※
入
場
整
理
券
「
市
民
会
館
て
の

イ
ベ
ン
ト
」
「
ふ
る
さ
と
劇
場
」

に
つ
い
て
は
、
十
月
二
十
五
日
附

よ
り
観
光
課
、
各
支
所
、
各
公
民

館
で
配
布
し
ま
す
。

く〉
'89 
出戦
場国
チラ
l リ
ム l
をの
募
集

マ
対
象
市
民
お
よ
び
県
内
外

居
住
者
で
、
出
演
を
希
望
す
る
か

た
(
中
学
生
以
下
除
く
)

マ
チ

-* 

明るい選挙啓発|標|語l
募集します

ー
ム
編
成
女
性
二
人
以
上
を
含
む

十
一
人
以
内
と
し
ま
す
(
全
員
女
性

で
も
可
)
。
全
部
で
三
十
チ
l

ム
を

募
集
。
応
募
チ

l
ム
多
数
の
と
き
は

抽
選
と
し
ま
す
。

マ

応

募

方

法

十
月
三
十
一
日

ωま
で
に
、
出
場
申

込
書
を
観
光
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
(
申
込
書
は
観
光
課
に
あ
り
ま
す
)
0

・
問
い
合
わ
せ
観
光
課
内

「や

っ

太
郎
ま
つ
り
」
実
行
委
員
会
(
内
線

1
4
2
1
・
1
4
2
2
)

政
治
、
選
挙
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
明
る
く
き

れ
い
な
選
挙
が
行
わ
れ
る
た
め
に
、
次
に
よ
り
「
明

る
い
選
挙
啓
発
標
語
」
を
募
集
し
ま
す
。

マ
内
容
明
る
い
選
挙
推
進
に
関
す
る
も
の
マ

応
募
方
法
郵
便
は
が
き
に
標
語
ご
人
何
点
で
も

可
)
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
を
記
入
し
、
十

一
月
十
五
日
附
ま
で
に
「
干
鰯
市
内
大
手
一
ー
一

一
ーl
一
六
上
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
」
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
マ
そ
の
他
①
入
選
者
全
員
に
記
念

品
を
贈
呈
②
応
募
作
品
の
版
権
は
主
催
者
側
に
属
し
、

入
選
作
品
に
つ
い
て
は
明
る
い
選
挙
推
進
の
た
め
積

極
的
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

マ
問
い
合

わ
せ
選
挙
管
理
委
員
会
(
内
線
1
6
7
2
)
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決勝大会 i

に
ぎ
わ
っ
た
塩
田
商
工
祭

「塩
田
商
工
祭
・
信
州
の
鎌
倉
ふ
れ
あ
い
祭
リ
」
が

十
月
七
・
八
日
の
両
日
、
中
塩
田
小
学
校
で
聞
か
れ
ま

し
た
。
地
元
企
業
が
自
社
製
品
を
展
示
し
た
ほ
か
、
特

産
品
の

即
売
、
豚
丸
焼
き
の
無
料
配
布
(
写
真
)、
ミ
ニ

S
L
の
運
転
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
地
元
太
鼓
の
競
演
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
催
し
物
に
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

問
自

1

E

-

刊誌
v

i
…?ト
l
l
ペ
メ
の

自

'慢

の
の・
ど・ 一長ニミ七二

を
披

露

登
場

10月2日、消防本部前で救急車「やおふ く

号」の寄贈式が行われました。スーパーやお

ふく様より、救急自動車の購入に 、700万円の

ご寄付があり、市で老朽化している救急車を

購入したものです。 タンカの脚が自動開閉式

で、迅速に対応できるのが特徴。
『田嶋官

頼
も
し
い
助
っ
人 第 1回市民歌大会が10月 1日、文化会館ホー

ルで聞かれました。市民歌謡大会実行委員会が

主催したも ので、 50人の出場者は歌謡曲などを

歌いながら自慢ののどを披露。観客席から盛ん

な拍手が送られていました。

中
小
企
業
経
営
者
の
皆
さ
ん

共
済
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

【6】

川

口
小
規
模
企
業
共
済

川

こ
の
制
度
は
国
が
つ
く

っ
た
事
業

川

主
の
退
職
金
制
度
で
す
。
月
々
掛
金

川

(
全
額
所
得
控
除
)
を
納
付
す
る
こ

川

と
に
よ
り
、
事
業
主
が
第
一
線
を
退

川

い
た
と
き
な
ど
に
、
共
済
金
が
支
払

川

わ
れ
ま
す
。

川

な
お
、
十
月
一
日
か
ら
掛
金
の
月

山

額
最
高
限
度
額
が

二
万
円
引
き
上
げ

川

ら
れ
七
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

川

こ

れ
ま
で
す
べ
て
一
時
金
と
し
て
支

川

払

わ
れ
て
い
た
も
の
が
、
十
年
間
ま

川

た
は
十
五
年
間
の
期
間
に
わ
た
り
分

川

割
し
て
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
可
能
に

山

な
り
ま
し
た
。

川

ロ
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済

川

こ

の
制
度
は
、
中
小
企
業

の
連
鎖

川

倒

産
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
国
が
つ

川

く
っ
た
制
度
で
す
。

川

加

入
後
六
か
月
以
上
た

っ
て
取
引

川

先
事
業
者
が
倒
産
し
、
売
掛
金
債
権

川

な
ど
の
回
収
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、

川

掛
金
総
額
の
十
倍
ま
で
無
担
保
・
無

川

保
証
人
・
無
利
子
で
共
済
金
の
貸
し

川
付
け
が
迅
速
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

川

マ

問

い

合

わ

せ

上

田

商
工
会
議
所

川

(
宮
(
⑫
4
5
0
0
)
、
塩
田
商
工
会

川

(
宮
⑧
3
6
1
0
)
、
川
西
商
工
会

広報うえだイ .10. 16 
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1
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Mω

畑
紛鱒山内

景観とマッチ・・・ブロンズ像
野外彫刻ブロンズ像の除幕式が9月26日、

市役所駐車場わきの大手通りで行われまし

た。これは上田ライオンズクラブの寄贈に

よるもので、高さは約1.5m。作者の福井大

教授尾沢正毅さん(上田市出身)が「清清」

と名付けました。歴史の散歩道に整備され

た同通りに設置されているため、周りの景

観ともマ ッチしており、市民の目を楽しま

せています。

上
田
城
二
の
丸
橋
の
完
成

(
昭
和
二
年
)

砂
六
十
二
年
の
歴
史
を

も
つ
二
の
丸
橋
。
下

は
遊
歩
道
に
な
っ
て

い
る

企
北
東
線
が
開
通
す
る

と
、
橋
の
下
に
「
公

会
堂
下
」
と
い
う
駅

が
設
置
さ
れ
た

農民美術の70周年記念展

農民美術発祥70周年記念展が10月8日か

ら10日まで、山本鼎記念館で聞かれました。

主催は県農民美術連合会で、農民美術が上

田の地に発祥して70周年を記念して開いた

もの。 同連合会の会員25人が、約70点の作

品を展示 しました。

(宮
⑧
2
0
3
3
)
、
中
小
企
業
団

体
中
央
会
東
信
事
務
所

(
宮
⑫
1
7

8

8
)
ま
た
は
金
融
機
関
へ
。

r lMINIUMNIHIl|lullNIHIlllllNIHIlNIHIllHIllllllNIHIlllNIHIlHIll111NIHIllull 

動運会

ヨ

安

引
路
遇

問
濃
密

即
錦
町
紋

①無謀運転はやめよう

い人は注意)

②バイクの事故を防ごう

③ドライバーの皆さん、お年寄

りなど交通弱者には注意して

(特に若

議長

議

提供者

柳沢暢宏さん
(58歳・下堀〉

鉄
道
敷
設
に

必
要
だ
っ
た

昭
和
二
年
九
月
、
上
回
公
園
内
に

二
の
丸
橋
が
完
成
。
こ
の
橋
は
、
大

正
十
四
年
に
新
上
田
橋
が
完
成
し
た

際
、
初
代
上
田
橋
の
廃
材
を
利
用
し

て
作
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
わ
た
し
の

父
は
そ
の
こ
ろ
、
上
田
温
泉
電
軌
鉄

道
(
現
上
国
交
通
)
の
経
営
に
携
わ

っ
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
上
田
1
真
田

聞
を
結
ぶ
北
東
線
の
敷
設
事
業
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
年
五
月

に
は
全
通
。
そ
れ
ま
で
の
橋
が
貧
弱

だ
っ
た
た
め
、
鉄
道
を
敷
く
に
は
ど

う
し
て
も
し

っ
か
り
し
た
橋
が
必
要

だ
っ
た
わ
け
で
す
。

こ
の
写
真
で
興
味
深
い
の
は
、
二

の
丸
の
堀
に
ま
だ
水
が
流
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。

「
堀
」
と
し
て
機
能
し

て
い
た
こ
と
の
証
拠
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
「
二
の
丸
」
の
文
字
を
図
案

化
し
た
飾
り
が
、
こ
の
と
き
に
作
ら

れ
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
す
。
二
代
勝

俣
市
長
や
父
も
写
っ
て
お
り
、
お
そ

ら
く
渡
り
初
め
の
あ
と
の
記
念
撮
影

で
し
ょ
う
。
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ド

市
役
所
の
代
表
電
話

r(幻
)
4
1
0
0

市
の
施
設
を
見
る
会

参
加
者
を
募
集

参
加
料
は
無
料
で
、
一
人
で
も
参
加

で
き
ま
す
(
昼
食
は
市
で
用
意
)。

マ
見
学
施
設
・
日
程
左
表
の
と

お
り
マ
集
合
八
時
五
十
分
に
市

役
所
玄
関
前
へ
(
時
間
正
確
に
)

V
定
員
各
四
十
五
人
マ
申
し
込

毎
年
行
っ
て
い
る
「
市
の
施
設
を

見
る
会
」
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

見学施設および日程

時間 ↓i月14白(火) 11丹15図〈氷〉 11月16悶(木}

8: 50(集合) 上田市役所 上田市役所 上田市役所
9: OO(出発) 正面玄関前 正面玄関前 正面玄関前

9:10-10:10 
第一学校 第二学校

下水浄化センター
給食センター 給食センター

10:30-11 :30 
農業

浄水管理センター
高齢者

/¥'イオセンター キ富ネ止センター
デイ・

サービスセンター

正午ー 2:00
リージョンプラザ 甫民の森公園 信濃国介寺資料館
上田 創造館 わしば山荘 信濃国介寺跡

(昼食・市長と
史跡公園

の話し合い)

2: 20-3:20 クリーンセンター 報 恩 寮 点字図書館

3:30-4:30 産院、乳冗院 上田中央消防署 働く婦人の家

4: 40(解散)
上正 面田 玄市 役関 所前

上田市 役所 上田市役所

正面玄関前 正面玄関前

， 

み

十

一
月
十
一
日
出
ま
で
に
秘
書

課
(
内
線
1
1
1
1
・
1
1
1
2
)
へ

平
成

2
年
の
成
人
式
と

作

文

募

集

平
成
二
年
の
成
人
式
を
次
に
よ
り

行
う
予
定
で
す
。
該
当
者
に
は
、
年

内
に
案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す
。

マ
と
き
平
成
二
年
一
月
十
五
日

間
午
後
一
時
開
場
マ
と
ニ
ろ
市

民
会
館
マ
該
当
者
昭
和
四
十
四

年
四
月
二
日
か
ら
同
四
十
五
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
上
田
市
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
人
マ
そ
の
他

市
外
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
学
生

な
ど
で
、
家
族
が
上
田
市
に
住
み
、

出
席
を
希
望
す
る
場
合
は
十
二
月
十

六
日
出
ま
で
に
、
青
少
年
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
案
内
状
を
お
送
り
し

ま
す
。

-
「
二
十
歳
に
な
っ
て
思
う
こ
と
L

作
文
を
募
集
し
ま
す

マ
資
格
成
人
式
該
当
者
マ
内

容
成
人
に
達
し
て
の
抱
負
、
主
張

な
ど
(
字
数
は
七
百
字
程
度
)
マ

応
募
方
法
十
一
月
十
六
日
附
ま
で

に
、
白
黒
写
真
(
上
半
身
、
名
刺
版
)

を
添
え
て
、
「
干
湖
上
田
市
大
手

一
ー
ー
一
一
ー
一
六
上
田
市
教
育
委

員
会
青
少
年
課
」
ま
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。
応
募
作
品
は
、
成
人
式
記
念
ア

ル
パ
ム
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
(
応
へ

募
多
数
の
場
合
は
選
考
)

-
問
い
合
わ
せ
青
少
年
課
(
内
線
川

1
7
3
2
)
 

園
高
齢
者
文
化
祭
を

一• 

園

開
催
し
ま
す

一

マ
と
き
十
一
月
十
一
日
出
、
十
~

一
一日
間
午
前
十
時
1
午
後
四
時
(
十
川

一
一
日
は
三
時
)
マ
と
ニ
ろ
高
齢
い

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
デ
イ
・
サ

l
ビ
川

ス
セ
ン
タ
ー

マ
内
容
①
高
齢
者
山

や
体
の
不
自
由
な
か
た
が
製
作
し
た
い

作
品
の
展
示
②
ク
ラ
ブ
活
動
の
舞
台
へ

発
表
③
手
工
芸
品
、
陶
芸
品
、
お
ゃ
い

き
な
ど
の
即
売
マ
展
示
申
込
老
川

人
ク
ラ
ブ
会
員
で
絵
画
、
書
、
手
芸
、

工
芸
、
写
真
(
四
ツ
切
)
、
盆
栽
な
ど
い

の
出
品
を
希
望
す
る
人
は
、
十
一
月
川

六
日
開
、
七
日

ωの
両
日
、
高
齢
者
山

福
祉
セ
ン
タ
ー
(
包
⑫

4
1
1
9
)

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

市県民税................・・・・・・・・第3期

国民健康保険税・..........…-第4期

【81

納期限は10月31日(火)です。

よろしくお願いします。

・収税課(内線1304)

広報うえだイ .10. 16 

打
開
月
の
相
談
、目
、

-
農

地

問

題

相

談

マ

と

き

日

月

1
日
制
午
前
8
時
初
分
j
午
後

5
時

マ
と
こ
ろ

農
業
委
員
会

-
日
常
生
活
の
法
律
相
談
(
予
約
制
)

マ
と
き
日
月
刊
日
幽

-
M
日
幽
い

ず
れ
も
午
後
1
時
初
分

1
3
時
却
分

マ
と
こ
ろ
本
庁
舎
3
階

マ

予

約

先
生
活
環
境
課
(
内
線
1
3
8
8
)

・
土
地

・
建
物
の
法
律
相
談
マ
と

き

日

月

9
日
同
午
後
1
時
1
4
時

マ
と
こ
ろ
西
庁
舎
2
階

-
行
政
相
談
マ
と
き
日
月
日
日

間
午
前
日
時
j
午
後
3
時

マ

と

こ

ろ

上

回

西

武

(
3
階
)
マ
内
容

行
政
に
対
す
る
苦
情
、
要
望



受付時間 いずれも午後 1時-2時。;

持ち物 母子健康手帳、パスタオル(4・10か月 i
児)、歯ブラシ(1歳 6か月児)01歳 6か月児は、;

赤ちゃん手帳の中にある健康診査票に記入して 1
お持ちくださし、。 3歳児の健康診査票は、様式!

が変わりましたので、健診日に会場で記入して;

いただきます。 t

; 公約ど卒就上十 一ー 1部
; 共三も者職回時マ | 酔 12予
職十)、希商かと | 夜~ I '-'防

! 業社マ県望工らき a窃 | 課
? 安 参外者会午 | 相~
j 定マ加就な議後十 | 雪l|雰， 所間企職ら所四月 | 口火@
; 瓦い業者ど五時二 l開の 2
; 綜合 がな階 十 |催つ 5

i Y2示22マZ音|じど |
l ? 地家も対ニ附|まい| 内
i E上区族(象ろ午 |す | 線
i 三田のな新者 前 | ' I 2 

線・マママママママママロマママママママ lママママママママロ
1 問夕、二都電加テ七子べゆ婦電巨黒流ふ布 日食自 電中 リ健編ゆ
3 いブ段市気湿レ五どビず人気峰留しろ団三本器転気学ヤ康みず
9合ルベガ釜機ビ三も |つ 体オのめ台ー乾万語戸車ミ生カマ機り
O わベツス 着用べ て温ル木袖、式燥円(棚(シ用| ツ ま
)せツドこマママ物スツ く 計ガ(、ガ(機 小 男ン服 ト五す
ド ん都温婦 ~ I ドだ ン十帯ス L 型一子 (一 千

生 マろ市風人三ツ さ千 年 台 P 五 )万用ー上万無円
活マサ ガヒ用歳(マ い 五無物( ガ千 タ円)万着円料
環ワイマス | 自用男ぶ 百料)話五ス円 イ 円 )
境 l ド布釜タ転)、ら 円 し千) プ二
課プボ団 !車マ五ん 無合円 ラ千
(ロ l干 黒歳こ 料い無 イ円
内ドし 板'-' '-'料タ

放
置
自
転
車
を
撤
去
し
ま
す

交
通
対
策
課
で
は
、

J

R
上
田
駅

周
辺
に
長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
る
自

転
車
を
、
次
の
日
程
で
撤
去
し
ま
す
。

心
当
た
り
の
か
た
は
、
至
急
持
ち

帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

マ
第
一
回
警
告
白
川
月
お
日
肘

マ
第

二
回
警

告

白

川

月

2
日
嗣

マ
自
転
車
撤
去
日
日
月

9
日
偏

な
お
、
自
転
車
に
は
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
必
ず
施

錠
を
し
ま
し
ょ
う
。

32iziiiii塵園
ziii事要望フ

( 3歳児) 矢島大輝くん
(大屋)

石和詩野ちゃん
(染屋)

在
宅
重
度
身
体
障
害
者

訪
問
審
査
事
業
を

行

い

ま

す

市
で
は
、
在
宅
重
度
身
体
障
害
者

へ
の
訪
問
審
査
事
業
を
次
に
よ
り
行

い
ま
す
。

マ
と
き
十
一
月
二
十
四
日
倒
午

後

マ

対

象

歩

行

が

困

難

な

た

め

通
院
し
て
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
診

断
書
や
車
い
す
な
ど
の
補
装
具
の
判

定
書
の
作
成
が
不
可
能
な
在
宅
重
度

障
害
者
(
肢
体
不
自
由
者
)
マ
内

容
医
師
、
看
護
婦
な
ど
が
訪
問
し

て
、
診
断
書
、
判
定
書
の
作
成
を
は

-竹月の乳幼児健康診査

( 応じ
内じめ
線ま
1 す医
6 療
O マや
3 申イ呆
)し健

込な
みど
グ〉

福相
ネ止談
言果に

甲
種
防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会

マ
と
き
十
一
月
十
五
日
閥
、
十

六
日
同
午
前
九
時

l
午
後
四
時
三
十

分

マ

と

こ

ろ

市

民

会

館

マ

資

格
防
火
管
理
業
務
を
行
う
こ
と
の

で
き
る
管
理
的
な
立
場
に
あ
る
人

マ
受
講
料
会
員
三
千
五
百
円
、
非

会
員
五
千
円
マ
申
込
期
限
十
一

月

二

日

同

マ

申

し

込

み

消

防

本

上田市保健センター(市役所南庁舎2階)

健 壬日今〆 実施日 対 象 ~日U 

11月2日 元年6月16日-6月30日生
4か月児

11月21日 元年 7月1日-7月15日生

11月7日 63年12月16日-12月31日生
10か月児

11月27日 64年1月1日~元年1月15日生

11月8日 63年 4月16日-4月30日生
l歳6か月児

11月22日 63年 5月1日-5月15日生

11月9日 61年10月1日-10月15日生
3 歳児

11月17日 61年10月16日-10月31日生

塩田母子健康センター (塩田地区)

元年6月16日-7月15日生

63年12月16日~元年1月15日生

63年 3月16日-5月15日生

元年6月16日-7月15日生

63年12月16日~元年1月15日生

63年4月16日-5月15日生

川西社会福祉センター (川西地区)

不
用
品
登
録
情
報無

料

広報うえだ1.10. 16 【9]



恩
給
欠
格
者
な
ど
に

書
状
、
銀
杯
を
贈
呈

-
恩
給
欠
格
者
の
皆
さ
ん
へ

旧
軍
人
の
思
給
欠
格
者
の
っ
ち
、

外
地
等
に
勤
務
し
た
経
験
が
あ
り
、

加
算
年
を
含
め
た
在
職
年
が
三
年
以

上
で
、
請
求
時
に
日
本
国
籍
を
有
す

る
人
に
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

が
贈
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
七
十
歳
以

上
の
人
に
は
銀
杯
が
贈
ら
れ
ま
す
0

・
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
に
強
制
抑
留
中
に

死
亡
し
た
人
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

市
職
員

10 
月

日
付
け

人
事
異
動

-
部
長
級

マ
社
会
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
(
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
)
室
沢
恒

雄-
課
長
級

マ
農
政
部
付
・
上
小
農
業
共
済
組
合

派
遣
(
上
田
地
域
保
健
環
境
施
設
組

合
清
浄
園
所
長
)
阪
口
太
作
マ
公

設
地
方
卸
売
市
場
開
設
準
備
室
長
兼

務
成
沢
宏
昭
(
農
村
整
備
課
長
)

マ
土
木
課
長
(
工
務
課
長
)
高
寺
秀

邦
マ
豊
殿
支
所
長
(
総
務
部
付
)

山
崎
静
男

マ
青
少
年
課
長

(農
政

戦
後
、
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
に

強
制
抑
留
中
お
よ
び
帰
還
途
上
に
死

亡
さ
れ
た
人

の
遺
族
で
、
平
成
元
年

九
月

一
日
現
在
、
日
本
国
籍
を
有
す

る
人
に
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

と
銀
杯
が
贈
ら
れ
ま
す
。

マ
請
求
期
限
平
成
五
年
三
月
三

十
一
日

-
問
い
合
わ
せ
と
請
求
先
平
和
祈

念
事
業
特
別
基
金
業
務
一
課
、
同

二
課

(
2
0
3
・
9
4
5
・
4
7
0
3

1
4
7
0
4
)
 

※
請
求
書
類
は
社
会
課
(
内
線

1
6

2
2
)
に
も
あ
り
ま
す
。

部
付
・
上
小
農
業
共
済
組
合
派
遣
)

緑
川
雄
三
マ
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
長
(
青
少
年
課
長
)
竹
内
実

マ
上
田
地
域
保
健
環
境
施
設
組
合
清

浄
園
所
長
(
豊
殿
支
所
長
)
南
波
文

夫
マ
福
祉
事
業
セ
ン
タ
ー
所
長
(
管

理
課
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
)
久
保

田
寿
郎

マ
同
和
対
策
課
長
兼
中
央

解
放
会
館
長
(
会
計
課
課
長
補
佐
兼

出
納
係
長
)
土
屋
公
男
マ
工
務
課

長
(
同
課
長
補
佐
兼
建
設
係
長
)
竹

鼻
靖
之
マ
上
野
が
丘
公
民
館
長
(
図

書
館
館
長
補
佐
兼
奉
仕
係
長
)
宮
下

・
課
長
補
佐
級

マ
管
財
課
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長
兼

登
記
係
長
(
交
通
対
策
課
課
長
補
佐

青
年
海
外
協
力
隊
の

募
集
説
明
会

マ
と
き
十
月
二
十
七
日
幽
午
後

六
時
三
十
分
か
ら
九
時

マ
と
二
ろ

上

田

市

民

会

館

マ

内

容

開

発

途

上
国
で
活
躍
し
て
い
る
隊
員
の
近
況

を
映
画
に
よ
っ
て
紹
介
す
る
ほ
か
、

派
遣
要
請
内
容
を
詳
し
く
説
明
し
ま

す
。

マ
問
い
合
わ
せ
国
際
協
力
事

業
団
関
東
支
部
(
宮

ω
1
3
5
9
1

8
2
8
1
)
 

兼
交
通
対
策
係
長
)

樫

野

泰

昌

マ

公
設
地
方
卸
売
市
場
開
設
準
備
室
市

場
開
設
準
備
係
長
兼
務
小
林
隆
利

(
農
村
整
備
課
課
長
補
佐
兼
計
画
調

査
係
長
)
マ
管
理
課
課
長
補
佐
兼

庶
務
係
長
(
管
財
課
課
長
補
佐
兼
管

財

係

長

)

藤

城

孝

マ

管

理

課

課

長
補
佐
兼
住
宅
係
長
(
社
会
教
育
課

課
長
補
佐
兼
社
会
教
育
係
長
)
佐
藤

邦
夫
マ
交
通
対
策
課
課
長
補
佐
兼

交
通
対
策
係
長
(
観
光
課
課
長
補
佐

兼
観
光
係
長
)
尾
崎
和
彦
マ
会
計

課
課
長
補
佐
兼
出
納
係
長
(
商
工
課

課
長
補
佐
兼
商
工
振
興
係
長
)
三
井

一
俊
マ
社
会
教
育
課
課
長
補
佐
兼

社
会
教
育
係
長
(
生
活
環
境
課
課
長

補
佐
兼
環
境
指
導
係
長
)
清
水
邦
雄

生
活
ク
ラ
ブ
生
協

約
生
き
生
き
ま
つ
り

マ
と
き
十
月
二
十
九
日
目
午
前

十
月
は

「
労
働
保
険
適
用
促
進
月

九
十

一
時
1
午
後
三
時
マ
と
こ
ろ

問
」
で
す
。
加
入
し
て
い
な
い

事
業

一
上
回
創
造
館
、

長
池

公

園

マ

内

容

主
の
皆
さ
ん
は
、
今
す
ぐ
加
入
の
子
山
産
直
品
、
手
作
り
石
け
ん
な
ど
の
販

続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
労
働
保
険
(
労

ハ
売
、
模
擬
庖
、
バ
ザ

l
、
仮
装
行
列

災
保
険
・
雇
用
保
険
)
に
加
入
す
る
川
な
ど

と
不
時
の
労
働
災
害
、
失
業
等
の
際
川

は
つ
ら
つ
信
州

に
従
業
員
が
給
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
川

マ

問

い

合

わ

せ

上

田

労

働

基

準

監

一

ふ

れ

あ

い

の

祭

典

を

開

催

督
署
(
宮
⑫

0
3
3
8
)
、
上
田
公
~
県
、
伊
那
市
な
ど
の
主
催
で
す
。

共
職
業
安
定
所
(
宮
⑫
6
3
6
3
)

川

マ

と

き

十

月

二

十

八

日

出

、

二

i
p
-
-
i
1
1
1
6
1
i
i
i
i
i
ii
い
十
九
日
日
午
前
十
時

1
午
後
三
時
三

・
係
長
級

山

十

分

マ

と

こ

ろ

県

伊

那

文

化

会

マ
商
工
振
興
係
長
兼
商
工
相
談
所
長
山
館
、
県
伊
那
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

(
住
宅
係
長
)
手
塚
一
彦
マ
観
光

〉

伊

那

市

武

道

館

マ

内

容

記

念

講

係
長
(
塩
田
地
区
有
線
放
送
所
長
)

川
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
健
康
ま
つ
り
、

三
輪
良
博
マ
工
務
課
建
設
係
長
(工

川
在
宅
介
護
フ
ェ
ア
な
ど

事
係
長
)
水
沢
宏
マ
企
画
課
付
・

側
テ
レ
コ
ム
・
ユ

l
派
遣

(
商
工
課

主
査
)
笠
原
茂
正
マ
塩
田
地
区
有

線
放
送
所
長
(
生
活
環
境
課
主
査
)

西
沢
嘉
猷
マ
環
境
指
導
係
長
兼
家

庭
排
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長
(
福
祉

課
主
査
)
沼
田
正
治
マ
工
事
係
長

(
土
木
課
主
査
)
足
立
桂
之
輔
マ

奉
仕
係
長
(
収
税
課
主
査
)
西
沢
敏

文
マ
庶
務
学
芸
係
長
(
博
物
館
、
王

査
)
寺
島
隆
史

加
入
し
て
い
ま
す
か

が
労
働
保
険
H

[10】広報うえだ1.10. 16 

郵便受箱と表札の

設置にご協力を
お宅の郵便受箱や家族表札が古

くなったり 、変色した りしていま

せんか。郵便局では、受箱のあっ

せんと簡易表札の無償サービスを

行っています。

b問い合わせ 上回郵便局集配課

(ft③2277) 
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